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Ｘ線透視診断の被ばく線量を半分以下に低減 
〜消化器領域の検査・治療で画像の視認性を維持し、患者・医療従事者双方の被ばく低減を実現〜 

 

松波総合病院（岐阜県羽島郡笠松町、松波和寿病院長）は、消化器領域の検査・治療に用いる株式会社

島津製作所製のＸ線透視診断装置に、同社が開発した新たな画像処理エンジンを適用することで、検査・治

療に必要な画像の鮮明さを維持しながら、患者と医療従事者の被ばく線量を従来の半分以下に低減できる

ことを世界で初めて確認しました。 

研究を行ったのは、同病院胆膵内科副部長兼まつなみリサーチパーク研究員の奥野充医師らで、血管撮

影用に開発された画像処理エンジンを消化器領域に応用し、その有効性を明らかにしました。この研究成果

は、令和８年９月に学術誌「Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｈｅｐａｔｏ－Ｂｉｌｉａｒｙ－Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ」に掲載されました。 

奥野医師は、「今回、新たな画像処理エンジンを消化器領域の検査・治療に適用することで、患者さまと医

療従事者双方の被ばく線量を従来の半分以下に低減できることが分かりました。放射線の照射量を抑えなが

ら、検査・治療に必要な鮮明な画像を得られることには、大きな意義があると考えています。この研究成果が、

患者さまと医療従事者双方にとって、より安全で安心な検査・治療環境の実現につながることを期待していま

す」と述べています。 

令和７年７月には、医療被ばく線量の新たな指標となる「Ｊａｐａｎ ＤＲＬｓ ２０２５」が公表され、医療現場で

は被ばく線量のさらなる低減に向けた取り組みが求められています。今回の研究成果は、こうした医療被ばく

低減の流れに沿うものであり、患者と医療従事者双方の被ばく低減に寄与することが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

【文献情報】 

Ｍ. Ｏｋｕｎｏ, Ｋ. Ｙｏｓｈｉｄａ, Ｔ. Ｍｕｋａｉ, ｅｔ ａｌ., “ Ｎｏｖｅｌ Ｈｉｇｈ―Ｑｕａｌｉｔｙ Ｆｌｕｏｒｏｓｃｏｐｉｃ Ｉｍａｇｅ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ Ｗｉｔｈ Ｍｏｒｅ Ｔｈａｎ 

５０％ Ｒａｄｉａｔｉｏｎ Ｄｏｓｅ Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ｉｎ Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ Ｒｅｔｒｏｇｒａｄｅ Ｃｈｏｌａｎｇｉｏｐａｎｃｒｅａｔｏｇｒａｐｈｙ （Ｗｉｔｈ Ｖｉｄｅｏ），” Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｈｅｐａｔｏ

－Ｂｉｌｉａｒｙ－Ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ （２０２６）： １–９, ｈｔｔｐｓ：//ｄｏｉ.ｏｒｇ/１０．１００２/ｊｈｂｐ.７０１８３. 

 

【奥野充医師について】 

平成21年に愛知医科大学卒、平成２８年に医学博士、岐阜市民病院消化器内科医長などを歴任し、令和６年から松波総合病院胆膵内科副部長兼まつな

みリサーチパーク研究員。 

 

【新たな画像処理エンジンについて】 

株式会社島津製作所が開発した新たな画像処理エンジン（ＳＣＯＲＥ ＰＲＯ Ａｄｖａｎｃｅ）は、放射線の照射量を抑えて被ばくを低減するとともに、撮影時に

生じる画像のノイズをコンピュータによる画像処理技術で補正し、鮮明な画像を得ることを可能にする技術です。一般的に、放射線の照射量を抑えると画像

のノイズが増加し、視認性が低下するという課題があります。この画像処理エンジンは、画像処理によってノイズを低減することで、少ない放射線量でも検

査・治療に必要な画像の鮮明さを確保することを目指しています。 

 

【「Ｊａｐａｎ ＤＲＬｓ ２０２５」について】 

「Ｊａｐａｎ ＤＲＬｓ ２０２５」は、各医療施設が自施設の線量水準を見直す際の参考基準であり、より安全で安心な放射線検査を実現するための指標となるも

のです。国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構が事務局を務める医療被ばく研究情報ネットワークでは、関係学協会と連携し「日本の診断参考レ

ベル（Ｊａｐａｎ ＤＲＬｓ）」を５年ごとに策定しています。２０２５年版となる「Ｊａｐａｎ ＤＲＬｓ ２０２５」は、令和７年７月７日に公表されました。 

 

【松波総合病院について】 

松波総合病院は、社会医療法人蘇西厚生会が運営する、明治３５年（１９０２年）創立の医療機関です。地域医療支援病院、地域災害拠点病院、地域がん診

療連携拠点病院、がんゲノム医療連携病院、救命救急センターとして、地域の医療を支えるとともに、常に高水準の医療の提供を目指しています。 

 

【まつなみリサーチパークについて】 

まつなみリサーチパークは、社会医療法人蘇西厚生会が運営する松波総合病院の臨床医学研究などを推進する医学研究所で、文部科学大臣から科学研

究費補助金の交付対象としての指定を受けています。 
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